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アノコロの俺らシリーズ 新作のご案内



今までの「アノコロの俺ら」は、

（長所）

・時代を共有した同世代のひとたちとは、ものすごく盛り上がりました。

（短所）

・でも世代が異なる同士では、どうしても遊びづらい側面がありました。

そこで……



「アノコロの俺ら レビュアー天国」では、

（短所を埋める）

・世代が異なる者同士でも、盛り上がるゲームにしたい！

・作品を知らなくても、知ること自体を楽しめるゲームにしたい！

（長所を押し進める）

・世代のひとは、懐かしさを自然に、しかも存分に語れる、そんなゲームにしたい！



それを実現するため、こんなゲームにしました！

・1980年代～2010年代の、

ゲーム・映画・本・ＴＶ番組を

レビューするゲーム。

→ プレイヤーは、5枚の作品カードを場に出して、

そのうち１枚だけをレビュー。

他のプレイヤーに、どの作品のレビューか

当ててもらうゲームです。



具体的に遊んでみると、こんな感じ

→ レビューの方法は、

①１点から３点の星をつけます。

②もともと用意された各48種類の「上の句」と「下の句」を組み合わせ

作品内容を表す表現をします。

→ ①場のカード「ドラクエ３」「もののけ姫」「鋼の錬金術師」

「シン・ゴジラ」「けいおん！」

②レビュー ☆の数：３

内容 ：上の句「天使みたいな」 下の句「暇つぶし」

さあ、答えは？？



分からない場合は、質問しましょう。

・予め配布された質問カードから、好きな質問を、ひとつしましょう。

たとえば……、

①その作品のイメージをジェスチャーで伝えて！

②作品の中に、恋愛対象になるキャラはいる？

③フリーザ第一形態は、戦闘力53万ですが、その作品の主人公はいくつ？

（作品を知らなくても、知ることを自体をゲーム化しています）

では、②の質問をされたとして……、

「まあ、いますかね……」 さあ。答えは？？



答えが出た
あとも……

・答え合わせが終わっても、プレイヤーの手番は続き
ます。

・出題プレイヤーは、

レビューした作品について、語りたくてウズウズし
ていることでしょう。

作品の内容、思い出、質問された内容の詳細。

さあ「語りフェイズ」です。

・でも……

プレイヤーが語ることは禁じられています。

・語るためには、なんと！ 勝利点を支払う必要があ
ります。

（禁じることで、より語りたくなり、

存分に語っちゃいます！！）



２種類の勝利
・当然たくさん、正解して、勝利点を獲得したプレイヤーの勝利！！

でも、ゲームって、勝敗のためだけに遊んでるんじゃないでしょう？

・今回のゲーム、ほかのひとを楽しませたプレイヤーには、

「イイネ！ポイント」が入ります。なんと、これは勝敗には関係ありません！

・得点は、勝敗にかかわります。（ゲームに勝つ！）

・「イイネ！ポイント」は、

楽しいプレイヤーを表現します（勝負に勝つ！）

このおかげで、自然とプレイヤーは、情報を教えあうプレイングに。

つまり、作品を知らなくても置いてきぼりを食らわない。

異なる世代間で盛り上がれます！！



商品概要

・対象年齢：1970年生まれ～2010年生まれ くらいまで

（全員楽しめます！！）

・対象人数：2～５人

・時間 ：30分程度

・内容物 ：カード151枚

コマ25個（❤コマ、★マーカー）

・箱サイズ：縦90mm×横130mm×高さ30mm

（前作よりも高さが10mm大きい）

※仕様は変更になる可能性があります。



メディア情報
前作「アノコロの俺ら」が、

ニコニコ動画の番組で、取り上げられました。

＜週刊ＭＳＳＰ＞

出演：ＭＳＳＰ（ゲーム実況と音楽制作ユニット

日本武道館ライブ／オリコン１位）

＜ベジータとカイジのアナログゲーム実況＞

出演：Ｒ藤本（ベジータ芸人）
伊藤こう大（カイジ芸人）

＜まりえってぃ、るるきゃんのゲームは１日〇（ま
る）時間！＞

出演：三宅麻理恵（声優）

佳村はるか（声優）


